
今年度、標記の事業によって草地更新を行いましたので、施工内容の一例を紹介いたします。

■事業の目的

　防除が困難な雑草に対し、除草剤を複数回撒布することにより雑草を駆除し高位生産草地への

回復を図り、自給飼料基盤に立脚した安定的な畜産経営の実現を目指す。

■対策の概要

　難防除雑草の駆除方法は、道立総合研究機構の研究成果に基づき、リードカナリーグラスは

グリホサート系除草剤の1番草後体系処理を行い、併せて、シバムギ、ギシギシ類の駆除を行う。

■使用資材

○種　子 オーチャードグラス（バイカル）

ペレニアルライグラス（ポコロ）

赤クローバー（リョクユウ）

白クローバー（リースリング）

白クローバー（ソーニャ）

○肥　料 BB草055

○土改材 苦土重焼燐

防散タンカル

○除草剤 ラウンドアップマックスロード

■工　程

① 除草剤撒布（1回目）

 ↓

② 心土破砕・耕起・砕土・整地

 ↓

③ 除草剤撒布（2回目）

 ↓

④ 施肥・播種

 ↓

⑤ 鎮圧

 ↓
⑥ 完了

《草地難防除雑草駆除技術実証事業》

（令和4年度農林水産省補正予算）

※難防除・草地更新についての問い合せは、

JA道北なよろ畜産課までご連絡ください。
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